














Current Status and Issues in Dealing with Parents among 



























「令和 2 年度 幼稚園・保育所・認定こども園新規採用者研修」に参加した 62 名のうち，本調
査への協力に同意した 61 名から，栄養士 1 名を除外した 60 名を調査対象とした。 
 
２．調査時期と方法 












化された項目に基づき作成した 2) 3) 4) 。 
質問紙は，【1】所属，担当する子どもの年齢，【2】保護者対応における戸惑いや難しさとして



















所属においては，幼稚園 21 名，保育所 9 名，認定こども園 30 名であった。 
担当するクラス（子ども）の年齢としては，0 歳児 1 名，0・1 歳児 3 名，1 歳児 4 名，1・2







































































（1）配慮要する家庭 2名（3.4%） 0名（0.0%） 9名（15.3%） 35名（59.3%） 13名（22.0%）
（2）.関わり方・距離感 5名（8.3%） 7名（11.7%） 9名（15.0%） 29名（48.3%） 10名（16.7%）
（3）ネガティブ内容伝達 3名（5.0%） 5名（8.3%） 12名（20.0%） 23名（38.3%） 17名（28.3%）
（4）日常会話 4名（6.8%） 13名（22.0%） 14名（23.7%） 23名（38.9%） 5名（8.5%）
（5）伝達技術・言葉遣い 2名（3.3%） 7名（11.7%） 8名（13.3%） 34名（56.7%） 9名（15.0%）
（6）情報提供 4名（6.9%） 7名（12.1%） 21名（36.2%） 19名（32.8%） 7名（12.1%）
（7）経験のなさ 0名（0.0%） 2名（3.4%） 7名（11.9%） 33名（55.9%） 17名（28.8%）
（8）記帳の技術 8名（13.6%） 9名（15.3%） 15名（25.4%） 19名（32.2%） 8名（13.6%）
（9）共有・連携 4名（6.8%） 4名（6.8%） 20名（33.9%） 28名（47.5%） 3名（5.1%）
（10）瞬時の応答 0名（0.0%） 3名（5.1%） 4名（6.8%） 31名（52.5%） 21名（35.6%）
（11）苦情対応 5名（8.3%） 5名（8.3%） 18名（30.0%） 23名（38.3%） 9名（15.0%）
（12）情報開示の範囲 7名（11.9%） 5名（8.5%） 25名（42.4%） 19名（32.2%） 3名（5.1%）
（13）要望対応 3名（5.2%） 6名（10.3%） 22名（37.9%） 20名（34.5%） 7名（12.1%）
（14）信頼関係構築 4名（6.7%） 5名（8.3%） 10名（16.7%） 30名（50.0%） 11名（18.3%）




















































































































































































60 名のうち，保護者から相談を受けたことが「ある」と回答したのは 47 名（78.3%），「ない」








（1）3 歳未満児クラス（0・1・2 歳児）における相談の有無と相談内容  
「3 歳未満児クラス（0・1・2 歳児）」担当 23 名のうち，保護者から相談を受けたことが「ある」
と回答したのは 19 名（82.6%），「ない」と回答したのは 4 名（17.3%）であった。 





























（2）3 歳以上児クラス（3・4・5 歳児）における相談の有無と相談内容  
「3 歳以上児クラス（3・4・5 歳児）」担当 37 名のうち，保護者から相談を受けたことが「ある」
と回答したのは 28 名（75.6%），「ない」と回答したのは 6 名（16.2%），未回答 3 名であった。 









































55 名（91.6%）であり，相談できる人が「いない」と回答したのは 2 名（3.3%），未回答が 3 名
であった。相談できる人が「いる」と回答した 55 名が記述した具体的な相談者を（うち 2 名は



























回答，「職場の先生方」6 回答，「園長（所長）」6 回答，「ペアの先生」5 回答，「隣のクラスの先
生」3 回答，「副園長」2 回答，「上司の先生」と「リーダーの先生」が 1 回答となっており，職
場の先輩や先生方，同僚に相談すると回答したものを合わせると 72 回答あり，複数回答ではあ
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